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絵本講座……心が通う遊び時間
コピー用紙１枚で、お家を作るお題に一生懸命です。９月 12 日、
中央公民館で絵本講座が行われました。毎年有名絵本作家を迎え
て行われている事業で、今年は NHK でおなじみの「いないいない
ばあっ!」やジブリ三鷹の森美術館の映像装置を担当している岩井
俊雄さん。この日もたくさんの親子連れが訪れ、岩井さんの話を
楽しそうに聴いていました。
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　鞍手町では、平成 17 年 12 月 27 日に
策定された「第４次鞍手町行財政改革集
中改革プラン」に基づいて改革を進めて
きました。
　この集中改革プランは、４つの基本方
針と 22 の基本目標、47 の具体的改革項
目で構成され、平成 17 年度から平成 21
年度までの５年間で約 15 億円の財政的
効果を引き出していくことに努めまし
た。
　取り組みには、ＰＤＣＡサイクルを導
入し、計画（Plan・プラン）、実行（Do・
ドゥー）、検証（Check・チェック）、見
直し（Action・アクション）を絶えず繰
り返すことで、継続的な改善により効果
を引き出していくこととしています。
　平成 21 年度をもって計画期間が終了
したことから、この５年間の取り組みと
最終的な累積効果額の内容を報告しま
す。

行財政改革推進委員会委員
（任期：平成21 年6月10日から平成23 年6月9日まで）

役職 氏　名 選出区分
会　長 亀井　滋 一般公募

職務代理者 武谷位千子 女性代表
委　員 岡㟢邦博 町議会関係
委　員 香原　暹 町議会関係
委　員 小川和男 地域自治関係
委　員 梶栗文一 農業関係
委　員 許斐英幸 商工業関係
委　員 有松弘美 ボランティア関係
委　員 松尾　徹 福祉関係
委　員 藤井睦彦 教育関係
委　員 麻生秀生 企業関係
委　員 藤井福吉 企業関係
委　員 田代昭信 企業関係
委　員 小島美智子 女性代表
委　員 五百路恵美子 一般公募

検
証
結
果
を
報
告

■
平
成
22
年
度
、
第
１
回
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会

　

平
成
22
年
度
、
第
１
回
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会
が
、
８
月
25
日
、
役

場
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
は
じ
め
に
今
回
新

た
に
就
任
さ
れ
る
福
祉
関
係
の
松
尾

徹
委
員
、
教
育
関
係
の
藤
井
睦
彦
委

員
に
町
長
か
ら
直
接
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
４
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
取
り
組
み
期
間
が
平
成
21

年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
の
経
過
と

最
終
的
な
累
積
効
果
額
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
に
策
定
し
た

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
約
二
十
五
億
円
の
財
源
不

足
が
あ
り
ま
し
た
。
行
財
政

改
革
に
よ
る
達
成
目
標
額
を

十
五
億
三
千
三
十
九
万
九
千
円
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
５
年
間
の
累
積
効

果
額
は
十
四
億
二
百
五
十
九
万
六
千

円
で
、
到
達
率
は
92
％
と
な
り
ま
し

た
。
資
金
不
足
に
つ
い
て
は
、
基
金

の
取
り
崩
し
に
よ
り
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
達
成
率
を

項
目
ご
と
に
み
る
と
100
パ
ー
セ
ン
ト

を
上
回
る
効
果
が
で
て
い
る
項
目
も

あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
出
て
い

な
い
項
目
や
マ
イ
ナ
ス
効
果
と
な
っ

た
項
目
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
公
営
企
業
中
期
経
営
計

画
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
水

道
事
業
、
下
水
道
事
業
（
※
）、
病
院

事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
の
、

４
つ
の
公
営
企
業
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
第
４
次
行
財
政
改
革
で
の

取
り
組
み
や
反
省
点
を
活
か
し
た

第
５
次
行
財
政
改
革
の
計
画
策
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
鞍
手
町
の
下
水
道
事
業
は
特
別

会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
中
期

経
営
計
画
の
対
象
と
し
て
計
画
を

策
定
し
て
い
る
た
め
、
公
営
企
業

と
し
て
い
ま
す
。

５年間の累積効果額と達成率
目標効果額　15 億 3,039 万 9 千円

平成17 年度効果額　39 万２千円
平成18 年度効果額　2 億 8,019 万１千円
平成19 年度効果額　３億 7,145 万４千円
平成20 年度効果額　3 億 6,858 万４千円
平成21 年度効果額　３億 8,197 万５千円
効果額計                14 億 8,259 万６千円

H18
18.3%

H19
24.3%

H20
24%

H17　0.0%

100％500

５年間の達成率　92％

H21
25.4%

平成 22 年度、第１回行財政改革推進委員会の様子
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連
番
13

♦
職
員
提
案
制
度
の
導
入

  

連
番
10
、
12

♦
公
共
事
業
（
町
単
独
土
木
事
業

費
）
の
抑
制

♦
投
資
的
経
費
の
削
減

  

連
番
５

♦
施
設
使
用
料
の
有
料
化
及
び　

減
免
規
定
の
見
直
し

 

連
番
６

♦
企
業
誘
致
の
促
進
と
未
利
用
地

の
処
分

 

連
番
11

♦
敬
老
祝
金
の
支
給
対
象
者
の　

見
直
し

 

連
番
７

◆
交
付
基
準
に
基
づ
く
各
種
補
助

金
の
見
直
し

 

連
番
８
、
９

♦
適
正
な
組
織
体
制
・
人
事
配
置

の
合
理
化

♦
特
別
職
等
の
給
与
・
報
酬
等
の

見
直
し

改
革
項
目
の
報
告

第４次鞍手町行財政改革

当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
文
化
体

育
総
合
施
設
の
料
金
の
見
直
し
だ

け
で
み
る
と
、
二
百
三
十
八
万
八
千

円
の
効
果
で
、
達
成
率
は
82
％
で

し
た
が
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

料
金
改
定
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り

マ
イ
ナ
ス
七
百
六
十
四
万
六
千
円
、

達
成
率
は
マ
イ
ナ
ス
261
％
と
目
標

数
値
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
料
金
改
定

に
よ
る
町
外
者
の
利
用
減
は
あ
る

も
の
の
、
開
館
時
間
を
短
縮
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
燃
料
費
や
光
熱
水

費
な
ど
の
風
呂
に
係
る
管
理
経
費

が
削
減
さ
れ
、
百
七
十
二
万
一
千

円
の
効
果

が
出
て
い

る
こ
と
か

ら
、
し
ば

ら
く
は
経

過
を
見
て

い
く
必
要

が
あ
り
ま

す
。

町
有
地
４
箇
所
、
民
有
地
７
箇

所
の
「
企
業
立
地
ガ
イ
ド
」
を
作

成
し
、
企
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
ま

し
た
。
未
利
用
地
の
処
分
に
よ
り

九
百
六
十
五
万
円
の
収
入
が
あ
り

ま
し
た
。

平
成
17
年
度
ま
で
80
歳
以
上
に

毎
年
支
給
し
て
い
た
敬
老
祝
い
金

を
平
成
18
年
度
か
ら
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
100
歳
以
上
の
節

目
支
給
に
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と

補
助
金
交
付
要
綱
等
を
制
定
し
、

交
付
基
準
を
見
直
し
た
こ
と
や
関

係
団
体
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、

四
千
百
十
三
万
八
千
円
の
効
果
と

な
り
、
達
成
率
は
114
％
と
な
り
ま

し
た
。

定
年
退
職
者
の
ほ
か
早
期
退

職
者
が
見
込
数
以
上
あ
り
、
そ
の

補
充
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
累
積

効
果
額
は
目
標
数
値
を
大
幅
に
上

回
り
、
最
終
的
な
累
積
効
果
額
は

三
億
五
千
五
百
二
十
九
万
二
千
円

職
員
か
ら
の
事
務
改
善
や
企

画
政
策
の
提
案
を
取
り
入
れ
、
講

演
会
な
ど
の
講
師
料
の
見
直
し
で

四
十
二
万
円
の
削
減
、
広
報
紙
の

有
料
広
告
掲
載
で
六
十
一
万
六
千

円
の
増
収
、
ま
た
、
職
員
旅
費
の

見
直
し
に
よ
り
、
百
二
十
六
万
五
千

円
の
削
減
効
果
が
あ
り
、
累
積
効

果
額
は
二
百
三
十
万
一
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
継

続
事
業
や
緊
急
を
要
す
る
事

業
の
み
を
精
査
し
て
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
累
積
効
果
額
が

七
億
百
九
十
三
万
六
千
円
、
達
成

率
が
115
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

投
資
的
経
費
の
削
減
に
つ
き
ま
し

て
も
八
千
三
百
五
十
九
万
円
、
達

成
率
96
％
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
17
～
21
年
度

 

連
番
４

♦
国
基
準
の
90
％
に
改
定　
　
　

　
（
保
育
料
の
改
定
）

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
、
段
階
的
に

国
基
準
の
90
％
に
到
達
す
る
よ

う
、
保
育
料
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
５
年
間
の
累
積
効
果
額
は

一
千
八
十
六
万
八
千
円
、
達
成
率

は
99
％
と
ほ
ぼ
目
標
に
達
す
る
こ

 

連
番
１
、
２
、
３

♦
目
標
収
納
率
の
設
定

♦
滞
納
処
分
の
強
化
や
民
事
手
続

の
実
施

♦
振
替
制
度
の
利
用
促
進

と
が
で
き
ま
し
た
。

の
効
果
で
、
達
成
率
は
203
％
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
職
に
つ

い
て
も
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育

長
の
特
例
措
置
に
よ
る
給
与
の
減

額
や
議
員
の
定
数
削
減
に
よ
り

一
億
三
千
四
百
六
十
万
六
千
円
の

効
果
が
あ
り
、
達
成
率
は
126
％
と

な
り
ま
し
た
。

 

連
番
14
、
15

♦
決
裁
規
程
の
見
直
し

♦
事
務
の
一
元
化

副
町
長
決
裁
権
限
の
課
長
へ
の

一
部
委
譲
な
ど
に
か
か
る
「
決
裁

規
程
の
見
直
し
」
の
取
り
組
み
や
、

「
事
務
処
理
の
一
元
化
」
に
つ
い

て
は
、
公
金
横
領
事
件
の
問
題
も

あ
り
、
当
面
、
実
施
を
見
送
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
平
成
21
年
度
は
、

公
金
収
納
と
公
印
使
用
の
管
理
・

適
正
化
に
係
る
改
善
方
策
を
策
定

し
、
さ
ら
に
法
令
の
遵
守
を
徹
底

す
る
た
め
の
職
員
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
２
項
目
に

つ
い
て
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
な
ど
再
発
防
止
対
策
に
も
配
慮

し
て
再
検
討
を
行
い
ま
す
。

か
ら
一
千
六
百
三
十
八
万
三
千
円

の
削
減
効
果
が
あ
り
、
達
成
率
は

108
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
は
一
千
八
十
二
万
七
千

円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
19
年
度
の
国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
税
源
移
譲
に
伴
う
未
納

額
の
増
加
や
、
平
成
20
年
度
中
途

か
ら
の
急
激
な
景
気
の
後
退
に
伴

う
所
得
の
減
少
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
町
民
税
及
び
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
額
が
増
加
し
ま
し

た
。
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど
に
よ

り
一
定
の
効
果
は
上
が
っ
た
も
の

の
、
最
終
的
な
累
積
効
果
額
は

二
千
百
三
十
一
万
六
千
円
、
達
成

率
は
６
％
と
い
う
厳
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

↑開館時間など大幅に見直した　
   総合福祉センター



 

連
番
36
、
37

♦
施
設
改
修
計
画
の
策
定

♦
利
用
申
請
等
の
改
善

「
施
設
改
修
計
画
の
策
定
」
で
は
、

22
件
の
工
事
を
平
成
19
年
度
か
ら

23
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
振
り
分

け
、
年
度
ご
と
に
優
先
順
位
を
付

「
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
」
の
た
め
、

平
成
21
年
度
に
行
政
評
価
に
関
連

し
た
無
作
為
抽
出
の
千
世
帯
を
対

象
に
住
民
の
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
住
民
に
わ
か

り
や
す
い
案
内
図
や
サ
イ
ン
の
設

置
」
を
機
構
改
革
に
合
わ
せ
て
行

い
、「
申
請
手
続
き
の
改
善
」
で
は
、

印
か
ん
証
明
書
や
住
民
票
と
戸
籍
・

転
入
・
転
出
異
動
申
請
に
つ
い
て
、

一
元
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
時
間
外
窓
口
の
設
置
」
に
つ
い

て
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時

ま
で
税
務
住
民
課
・
会
計
課
・
教

育
課
で
時
間
外
窓
口
を
実
施
し
て

お
り
、
制
度
が
定
着
し
て
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
」
で

は
、
鞍
手
町
葬
斎
場
と
鞍
手
町
衛

生
セ
ン
タ
ー
、
大
谷
自
然
公
園
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、
一
定
の
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

文
化
体
育
総
合
施
設
に
つ
い
て

は
、
１
社
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

が
効
果
が
見
込
め
ず
、「
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
」
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
業
務
を

個
別
に
見
直
し
、
管
理
業
務
や
監

視
人
業
務
を
業
者
委
託
へ
移
行
す

る
な
ど
し
て
、
累
積
で
九
百
七
十

万
八
千
円
の
効
果
額
を
出
し
、
達

成
率
は
127
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
谷
自
然
公
園
で
は
、

六
十
三
万
四
千
円
、
達
成
率
は

100
％
、
鞍
手
町
葬
斎
場
で
は
、
三

　
「
収
入
役
を
置
か
な
い
事
務
体
制

の
構
築
」
に
つ
い
て
は
、
会
計
管

理
者
の
設
置
に
係
る
改
正
地
方
自

平
成
20
年
4
月
に
課
室
局
の
統

廃
合
に
よ
る
再
編
を
行
ま
し
た
。

そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
係
制
を
廃
止

し
て
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
を
行
い
、

効
率
的
な
組
織
を
構
築
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
業
務
量
に
応
じ
た
適
正

配
分
」
で
は
、
役
場
全
体
の
事
務

量
を
調
査
し
、「
第
４
次
鞍
手
町
定

員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
、「
課
室

局
の
統
廃
合
」
と
「
グ
ル
ー
プ
制

の
導
入
」
に
伴
い
事
務
分
掌
の
見

直
し
を
行
い
、
さ
ら
に
は
「
異
動

希
望
自
己
申
告
制
度
の
導
入
」
や

「
昇
格
資
格
試
験
制
度
の
導
入
」
を

行
っ
て
、
職
員
配
置
の
適
正
化
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
4

月
現
在
の
普
通
会
計
職
員
数
は
125

人
で
、
平
成
17
年
４
月
と
比
較
し

て
31
人
と
マ
イ
ナ
ス
19.9
％
と
な
り

ま
し
た
。

 

連
番
17
、
22

♦
行
政
評
価
の
導
入

♦
行
政
情
報
の
公
表
公
開

平
成
19
年
度
よ
り
行
政
評
価

推
進
委
員
会
、
実
務
担
当
者
で

構
成
す
る
行
政
評
価
研
究
会
を
設

置
し
、
行
政
評
価
導
入
の
取
り
組

み
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
20
年

度
か
ら
人
件
費
を
含
め
た
総
コ
ス

ト
を
把
握
す
る
た
め
、
全
職
員
を

対
象
に
業
務
日
誌
の
運
用
を
開
始

し
、
評
価
制
度
を
具
体
化
し
た
試

行
的
な
評
価
を
行
政
内
部
で
行
い

ま
し
た
。
平
成
21
年
度
は
専
門
家

の
支
援
を
受
け
本
稼
動
に
移
行

し
、
５
回
開
催
さ
れ
た
外
部
評
価

委
員
会
で
の
検
証
結
果
を
予
算
に

反
映
す
る
体
制
を
確
立
。
平
成
22

年
度
以
降
は
削
減
な
ど
の
効
果
が

出
て
く
る
見
込
み
で
す
。
ま
た「
行

政
情
報
の
公
表
公
開
」
で
は
、
平

成
21
年
度
に
行
政
評
価
内
部
評
価

の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
行
政
情
報
の
公
表
と
公
開
に

務
め
ま
し
た
。

連
番
29
、
30
、
34
、
35

♦
収
入
役
を
置
か
な
い
事
務
体
制

の
構
築

♦
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用

♦
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

♦
広
域
的
な
人
事
交
流
・
派
遣
の

検
討

 
連
番
16

♦
電
算
シ
ス
テ
ム
の
活
用
促
進

５
年
間
で
228
件
の
改
修
要
望

が
各
課
か
ら
出
さ
れ
、
電
算
班
が

随
時
対
応
し
て
事
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
平

成
23
年
度
の
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新

に
あ
わ
せ
、
更
な
る
効
率
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

「
住
民
参
画
の
推
進
」
及
び
「
附

属
機
関
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、

住
民
参
画
の
推
進
の
視
点
か
ら
必
要

に
応
じ
て
審
議
会
等
の
委
員
の
公
募

を
行
い
、
住
民
参
画
を
推
進
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
住
民
団
体
の
育
成
・

支
援
」
に
関
し
て
は
、
助
成
事
業
を

活
用
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

連
番
23
、
24
、
33

♦
住
民
参
画
の
推
進

♦
住
民
団
体
の
育
成
・
支
援

♦
附
属
機
関
の
見
直
し

連
番
18
、
19
、
20
、
21

♦
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

♦
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
案
内
図

や
サ
イ
ン
の
設
置

♦
申
請
手
続
き
の
改
善

♦
時
間
外
窓
口
の
設
置

連
番
38
、
39
、
40
、
41
、
42

♦
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

♦
文
化
体
育
総
合
施
設

♦
大
谷
自
然
公
園　

♦
鞍
手
町
葬
斎
場

♦
鞍
手
町
衛
生
セ
ン
タ
ー

連
番
25
、
26
、
28
、
31
、
32

♦
課
室
局
の
統
廃
合

♦
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

♦
業
務
量
に
応
じ
た
適
正
配
分

♦
異
動
希
望
自
己
申
告
制
度
の
導

入
♦
昇
格
資
格
試
験
制
度
の
導
入

治
法
に
基
づ
い
て
一
般
職
の
会
計

管
理
者
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
「
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
」
は
、

昇
格
資
格
試
験
制
度
の
導
入
に
よ

り
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
平
成

19
年
４
月
に
女
性
職
員
１
名
の
合

格
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
度
は
受
験
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
平
成
21
年
度
は
受
験
者
の

見
込
み
が
な
か
っ
た
た
め
昇
格
資

格
試
験
を
実
施
せ
ず
、
平
成
22
年

４
月
に
２
名
の
女
性
管
理
職
の
登

用
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
昇

格
資
格
試
験
制
度
の
あ
り
方
を
再

度
検
証
し
、
鞍
手
町
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
主
旨
も
踏
ま
え
、

性
別
を
問
わ
ず
管
理
職
登
用
の
機

会
を
設
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
「
広
域
的
な
人
事
交
流
・
派
遣
の

検
討
」
で
は
、
平
成
19
年
度
に
福

岡
県
市
町
村
税
務
職
員
実
務
研
修

に
職
員
を
派
遣
。
ま
た
、
中
央
研

修
所
（
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
）
の

研
修
講
師
養
成
派
遣
研
修
に
１
名

の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
20
年
度
以
降
は
人
事
交
流
・

職
員
の
派
遣
研
修
に
か
か
る
取
り

組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

2010.10−４

し
て
施
設
改
善
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
利
用
申
請
等
の
改
善
」

に
つ
い
て
は
、
文
化
体
育
総
合
施

設
は
指
定
管
理
者
の
導
入
に
至
ら

な
か
っ
た
た
め
、
平
成
20
年
度
よ

り
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
を
行

う
こ
と
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
棟
に
つ
い
て
は
、
自
動

券
売
機
を
導
入
し
、
飛
び
込
み
利

用
者
へ
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。



第４次鞍手町行財政改革

■
水
道
事
業

収
益
が
計
画
と
比
較
し
減
少
と

な
っ
た
原
因
は
人
口
が
予
想
以
上

に
減
少
傾
向
と
な
り
、
そ
れ
に
比

例
し
て
水
道
料
金
が
毎
年
減
少
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

■
下
水
道
事
業

実
績
と
し
て
収
益
が
増
加
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
、
遠
賀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の

流
入
量
が
流
域
関
連
市
町
と
と
も

に
計
画
よ
り
減
少
し
、
維
持
管
理

負
担
金
が
増
加
し
た
た
め
、
そ
の

財
源
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
増
え
た
こ
と
が
主
な
原
因

で
す
。

■
病
院
事
業

計
画
と
実
績
で
収
入
に
大
き
な

差
が
生
じ
ま
し
た
。
整
形
外
科
及

び
眼
科
の
常
勤
医
師
の
派
遣
停
止

に
よ
る
入
院
患
者
数
や
手
術
件
数

の
減
少
、
及
び
常
勤
医
師
の
不
足

に
よ
る
非
常
勤
医
師
の
賃
金
が
主

な
原
因
で
す
。

■
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

当
初
計
画
か
ら
み
る
と
実
績
で

収
入
が
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
主
に
介
護
報
酬
の
改
定
と

通
所
利
用
者
数
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
す
。
今
後
も
将
来
に
わ
た
っ

て
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
・

安
全
な
質
の
高
い
介
護
を
行
っ
て

い
く
た
め
、
経
営
の
効
率
化
・
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

❖
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
質
問

何
年
も
前
か
ら
、
学
校
の
統
廃
合
に
関

し
て
は
委
員
会
の
中
で
検
討
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
統
合
検
討
委
員
会
の
中
で
「
統
廃
合

し
な
い
」
と
決
定
し
た
。
西
川
小
学
校
と
室

木
小
学
校
だ
け
で
な
く
、
鞍
手
の
全
部
の
学

校
を
見
直
す
と
い
う
動
き
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

▽
町
か
ら
の
回
答

室
木
小
学
校
と
西
川
小
学
校
だ
け
を
限

定
し
て
学
校
の
統
廃
合
を
考
え
た
た
め
、
こ

の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
第
５
次
行
財
政
改
革
に
お
い
て
は
、
全

小
学
校
・
中
学
校
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な

形
の
統
廃
合
が
い
い
の
か
検
討
中
で
す
。
10

月
中
に
は
推
進
委
員
会
に
計
画
案
の
素
案
を

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、

ま
た
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

❖
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
提
言

男
女
共
同
参
画
を
町
内
で
推
進
し
て
い

く
上
で
は
、
や
は
り
行
政
が
ど
の
よ
う
に

や
っ
て
い
る
か
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
か
と
思
い
ま
す
。
女
性
の
意
識
だ
け
で
な

く
、
職
員
全
体
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

？！推
進
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

ＡＱ＆

委
員
の
ひ
と
言

鞍手町　行財政改革 検索

  公表
　　しています

鞍手町では、第４次鞍手町行財
政改革集中改革プランと公営企業
中期経営計画を公表しています。
役場総務課（役場２階）の窓口で
閲覧できるほか、町のホームペー
ジでもご覧になれます。また、ホー
ムページには、会議の資料や議事
録なども掲載しています。

中
期
経
営
計
画

　
「
鞍
手
分
校
の
存
続
・
統
合
・
廃

校
に
向
け
て
の
検
討
」
で
は
、
平

成
18
年
10
月
に
「
鞍
手
分
校
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
７

回
の
委
員
会
で
存
続
ま
た
は
廃
止

に
関
し
、
財
政
面
と
教
育
機
関
と

し
て
の
面
か
ら
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
委
員
会
で
は
、
財
政
面
で
も

町
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
状
態
に
な
い
こ
と
、
教
育

機
関
と
し
て
は
生
徒
数
の
推
移
も

急
激
な
減
少
傾
向
で
は
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
今
後
も
特
色
あ
る
学

科
・
コ
ー
ス
や
教
育
課
程
を
編
成

す
る
こ
と
を
期
待
し
、「
現
状
で
は
、

鞍
手
分
校
は
存
続
が
望
ま
し
い
」

と
の
結
論
に
至
り
、
平
成
19
年
８

月
の
臨
時
教
育
委
員
会
で
協
議
し

た
結
果
、「
今
後
、
鞍
手
分
校
の
運

営
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
は
、
改
め
て
廃
止
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
」
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
各
小
中
学

校
や
鞍
手
分
校
、
古
月
保
育
所
の

用
務
員
委
託
を
廃
止
し
、
警
備
会

社
へ
の
警
備
委
託
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
累
積
効
果
額

は
三
千
二
百
三
十
七
万
九
千
円
、

達
成
率
は
83
％
と
な
り
ま
し
た
。

   

連
番
45

♦
学
校
用
務
員
委
託
の
廃
止

公
営
企
業
の
改
革
プ
ラ
ン
の

 
連
番
46
、
47

♦
室
木
小
学
校
と
西
川
小
学
校
の

統
合
に
つ
い
て
の
検
討

♦
鞍
手
分
校
の
存
続
・
統
合
・
廃

校
に
向
け
て
の
検
討

　

平
成
20
年
８
月
に
「
室
木
小
学

校
と
西
川
小
学
校
の
統
合
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
９
回
の
検
討

委
員
会
と
室
木
・
西
川
小
学
校
区

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、

統
合
し
て
も
町
財
政
に
寄
与
す
る

可
能
性
は
少
な
い
こ
と
、
児
童
数

も
急
激
な
減
少
は
な
い
こ
と
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
反
対
意
見
が
多

い
こ
と
や
適
正
規
模
の
学
級
数
に

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
統
合
せ
ず
現
行
の
ま
ま
存
続
す

る
と
い
う
結
論
に
至
り
、
附
帯
意

見
を
付
し
て
教
育
委
員
会
に
提
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
４

月
に
臨
時
教
育
委
員
会
で
協
議
し

た
結
果
、「
改
め
て
中
学
校
を
含
め

た
学
校
の
再
編
を
検
討
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」
と
い
う
結
論
に
至

り
、
現
時
点
で
は
統
合
し
な
い
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
民
営
化
の
検
討
を
行

い
、
平
成
21
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
剣
第
二
保
育
所
、
西
川
第
二
保

育
所
の
移
管
事
務
を
す
べ
て
終
了

し
、
平
成
21
年
度
か
ら
民
間
保
育

所
と
し
て
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

他
市
町
か
ら
の
児
童
受
け
入
れ
に

か
か
る
運
営
負
担
金
と
、
延
べ
入

所
人
員
の
減
少
に
伴
う
保
育
料
の

減
収
や
、
私
立
保
育
所
運
営
負
担

金
の
増
加
に
よ
り
、
差
し
引
き
効

果
額
は
マ
イ
ナ
ス
二
千
五
百
七
十

四
万
三
千
円
、
達
成
率
は
マ
イ
ナ

ス
72
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
学
校
給
食
の
民
間
委
託
」
に
つ

い
て
は
、
学
校
給
食
民
間
導
入
検

討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
行
い

ま
し
た
が
、
経
費
や
調
理
員
の
面

で
、
現
状
と
比
べ
大
幅
な
効
果
が

見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成

19
年
４
月
の
定
例
教
育
委
員
会
で

協
議
し
た
結
果
、
直
営
で
運
営
し

て
い
く
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
 

連
番
43
、
44

♦
剣
第
二
・
西
川
第
二
保
育
所
の

民
営
化

♦
学
校
給
食
の
民
間
委
託

５−2010.10

百
十
六
万
三
千
円
、
達
成
率
は

114
％
、
鞍
手
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
千
六
百
十
八
万
九
千
円
、

達
成
率
は
135
％
と
順
調
に
効
果
を

あ
げ
ま
し
た
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
収
支
の
差
し
引
き
で
は
効

果
が
出
て
お
り
、
累
計
で
八
百
七

十
八
万
三
千
円
、
達
成
率
は
496
％

と
な
り
ま
し
た
。

↑存続することとなった鞍手分校
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も
っ
と
身
近
な〝
私
た
ち
の
バ
ス
〟へ

鞍
手
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
福
祉
バ
ス
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。

今
、
全
国
的
に
路
線
バ
ス
の
存
続
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
家
用
車
の
普
及
や
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
撤
退
や
廃
止
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
路
線
バ
ス
。
多
く
の
市
町
村
は
、
運
行
経
費
の
赤
字
を
補
て
ん
し

た
り
、
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
た
り
す
る
な
ど
、
多
く
の
財
政
負

担
を
抱
え
な
が
ら
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
決
し
て
鞍

手
町
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
身
近
な
〝
私
た
ち
の
バ
ス
〟
へ
。

町
で
は
、
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

福
祉
バ
ス
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。

西
鉄
バ
ス
１
日
53
便

コ
ミ
バ
ス
７
便
が
運
行

現
在
、
鞍
手
町
に
は
、
３
種
類

の
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
鉄
バ
ス
筑
豊
株
式
会
社
が
運
行

す
る
路
線
バ
ス
（
以
下
「
西
鉄
バ

ス
」）、
町
が
民
間
交
通
事
業
者
に

運
行
を
委
託
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
（
以
下
「
コ
ミ
バ
ス
」）、

そ
し
て
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
送
迎

用
の
福
祉
バ
ス
で
す
。

こ
の
う
ち
西
鉄
バ
ス
は
、
直

方
市
を
始
発
、
鞍
手
町
の
中
山

地
区
や
木
月
地
区
な
ど
を
経
由
し

て
、
中
間
市
と
遠
賀
町
に
向
か
う

中
山
・
中
間
線
が
１
日
41
便
、
同

じ
く
直
方
市
か
ら
鞍
手
町
を
経
由

し
て
宗
像
市
へ
向
か
う
西
川
線
が

１
日
12
便
運
行
。
町
内
で
は
36
箇

所
に
停
車
し
ま
す
。

コ
ミ
バ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
バ

ス
の
路
線
廃
止
に
伴
い
、
平
成
18

年
４
月
か
ら
代
替
バ
ス
と
し
て
町

が
運
行
し
て
い
る
も
の
で
、
宮
若

市
の
宮
田
バ
ス
停
か
ら
室
木
や
八

尋
、
新
延
、
中
山
を
経
由
し
て
Ｊ

Ｒ
鞍
手
駅
に
向
か
う
も
の
で
、
１

日
７
往
復
し
て
い
ま
す
。

福
祉
バ
ス
は
、
町
が
社
会
福

祉
協
議
会
に
運
行
委
託
し
て
い
ま

す
。
バ
ス
は
、
町
内
95
箇
所
に
停

車
し
、
く
ら
じ
の
郷
（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
ま
で
無
料
で
送
迎
す

る
も
の
で
、
２
台
の
バ
ス
が
町
内

４
つ
の
ル
ー
ト
を
１
日
４
回
運
行

し
て
い
ま
す
。

赤
字
額
の
補
助
な
ど
に

年
間
約
三
千
万
円
を
支
出

で
は
、
こ
れ
ら
の
バ
ス
は
、

い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
利
用
さ

れ
、
い
く
ら
経
費
が
か
か
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
左
ペ
ー
ジ
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
平
成
21
年

度
で
は
、
１
日
当
た
り
の
平
均
で

西
鉄
バ
ス
が
917
人
。
コ
ミ
バ
ス
は

110
人
、
福
祉
バ
ス
は
57
人
が
利
用

し
て
い
ま
す
（
利
用
者
数
に
は
鞍

手
町
以
外
の
市
町
で
の
乗
降
客
を

含
ん
で
い
ま
す
）。

ま
た
、
平
成
21
年
度
の
経

費
と
し
て
は
、
西
鉄
バ
ス
に
約

一
千
五
百
十
八
万
円
、
コ
ミ
バ
ス

に
約
四
百
十
万
円
の
赤
字
補
て
ん

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
西

鉄
バ
ス
で
は
、
法
律
に
基
づ
い
た

国
・
県
か
ら
の
補
助
が
、
ま
た
コ

Ｑ
あ
な
た
の
性
別
・
年
齢
は
？

　

性
別
で
は
、
利
用
者
全
体
の
約

７
割
が
女
性
で
し
た
。
ま
た
、
年

齢
別
で
は
、
60
歳
以
上
が
全
体
の

約
64
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。
10
歳
代
は
学
生
が
中
心
で
、

全
体
の
約
１
割
で
し
た
。
ま
た
、

居
住
地
区
別
で
は
、
鞍
手
町
に
住

ん
で
い
る
人
が
全
体
の
８
割
を
占

め
て
い
ま
し
た
。

無回答 (5人)

80歳以上(42人)

70歳代
(82人)

60歳代
(57人)

50歳代 (37人)

40歳代 (14人)
30歳代 (16人)

20歳代 (12人)
10歳代 (19人) コミバスの利用者

284人に
聞きました

■ 調査期間　平成 21 年 12 月 7 日から 13 日まで
■ 調査方法　利用者への聞き取り
■ 調査便数　94 便
■ 回答数　284 名

。
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バ
ス
利
用
者
実
態
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ミ
バ
ス
で
は
距
離
に
応
じ
た
宮
若

市
か
ら
の
負
担
が
あ
り
、
運
営
を

支
え
て
い
ま
す
。
福
祉
バ
ス
は
、

全
額
町
の
負
担
で
運
営
さ
れ
て

お
り
、
約
一
千
九
十
五
万
円
を
支

出
。
平
成
21
年
度
の
バ
ス
全
体
の

運
行
に
か
か
る
経
費
は
、
総
額
約

三
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
町
の

財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
性
化
協
議
会
を
設
立

３
月
ま
で
に
計
画
を
策
定

こ
こ
数
年
で
は
、
赤
字
に
対
す

る
補
助
額
は
、
利
用
者
数
に
反
比

例
し
て
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
自
動
車
を
運
転

で
き
な
い
高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て

バ
ス
は
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
。

経
費
を
抑
え
な
が
ら
い
か
に
利
用

者
を
増
や
し
て
い
く
か
が
、
こ
れ

ま
で
の
大
き
な
課
題
で
し
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、
財
政
的
負

担
を
減
ら
し
な
が
ら
、
利
用
者
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い
バ
ス
に
す

る
た
め
の
協
議
を
行
う
機
関
と
し

て
、
今
年
２
月
に
、「
鞍
手
町
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
を

設
立
。住
民
代
表
や
学
識
経
験
者
、

交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
警

察
な
ど
計
14
人
で
、
持
続
可
能
で

新
た
な
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す

る
た
め
の
計
画
、「
鞍
手
町
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
づ
く

り
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
国
の
法
律

に
基
づ
く
組
織
で
、
計
画
を
策
定

す
る
た
め
の
調
査
費
や
バ
ス
を
購

入
し
た
り
バ
ス
停
を
整
備
し
た
り

す
る
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま

す
。
最
も
効
率
的
で
利
便
性
が
高

く
、
経
費
を
抑
制
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
…
…
。
バ
ス
の

経
路
や
便
数
、
規
模
、
交
通
不
便

地
帯
へ
の
対
策
な
ど
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
町
の
公
共
交
通
水

準
を
見
出
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
素
案
は
今
年
中
に
作

成
し
、
来
年
１
月
初
旬
に
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
計
画
案
に
対
す
る
意
見

を
公
募
す
る
制
度
）
を
実
施
。
来

年
３
月
末
ま
で
に
計
画
を
決
定

し
、
路
線
変
更
の
国
へ
の
許
認
可

や
バ
ス
停
な
ど
の
整
備
な
ど
が
完

了
し
た
後
、
３
年
間
の
実
証
運
行

（
試
験
運
行
）
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｑ 

利
用
目
的
・
頻
度
は
？

　

利
用
頻
度
で
は
、
６
割
近
く
が

週
１
回
以
上
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
利
用
目
的
と
合
わ
せ

て
み
る
と
、
多
く
は
特
定
の
高
齢

者
が
午
前
中
に
病
院
や
買
い
物
の

た
め
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
数
値
の
上
か
ら
も
貴
重
な

交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。（
複
数
回
答
）

病
院

151

買
い
物

130

通
勤

40

通
学

15

公
共
施
設

18

駅

2

金
融
機
関

12

そ
の
他

74

Ｑ 

現
在
の
バ
ス
に
満
足
？

　

満
足
度
で
は
、「
不
満
、
や
や

不
満
」
と
答
え
た
人
が
ほ
ぼ
半
数

あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
本

数
が
少
な
い
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、

全
体
の
約
８
割
近
く
を
占
め
て
い

ま
し
た
。

無回答(8人)
不満(21人)

やや不満
(118人) どちらでもない

(71人)

やや満足(31人)

満足
(35人)

　鞍手町地域公共交通活性化協
議会では、連携計画策定のため、
次のとおりアンケート調査や
ニーズ調査を実施します。ご協
力よろしくお願いします。

①高齢者アンケート調査
●対象者　町に住んでいる65歳か
ら 85 歳までの 2,000 人（無作
為抽出）

●実施期間　9月下旬から10月中
旬まで

②西鉄バス利用者ニーズ調査
● 調査方法　調査員が、平日、休
日の各 1日バスに乗り込み、簡
単な聞き取り調査を行います

●実施時期　10月中旬以降

③主要施設ヒアリング調査
●調査方法　JR 鞍手駅や郵便局、
病院、商業施設などで公共交通
の利用状況などを調査します

●実施時期　10月中旬以降

 Ｑ
バスへの補助額と平均利用者数（平成 21 年度）

バスの種別 補助額（万円） 利用者数
（１日平均・人）

西鉄

バス

 中山・中間線 －         643

 西川線 －         274

 小計      1,518         917

  コミュニティバス         410         110

  福祉バス      1,095  　　   57

合　　計       3,023 ー



まちの話題 My Town Topics

　毎月２回の学習会と声の広報の録音などの活動を行って
いる朗読サークル「こだまの会」。９月 11 日は、年に一度
のくらじの郷での朗読発表会。今年は五木寛之の「運命の
足音」や斎藤隆介「半日村」、谷崎潤一郎の「春琴抄」な
ど８作品を朗読。今年は大型かみしばいで耳と目で楽しま
せてくれました。
また、今年も渡辺
栄子さんのオカリ
ナ演奏が花を添え
てくれました。読
書の秋です。みな
さんも１冊本を手
にとってみてはい
かがですか。

耳を傾け朗読の世界へ
▶第 11 回「こだまの会」朗読発表会

　母親から「今日からおもちゃを買いません」と宣言され
たことが岩井さんの原点になるのでしょうか。小学生から
工作や発明に没頭。代表作「となりのトトロ」の宮崎駿さ
んと大学時代に出会い、三鷹の森ジブリ美術館の映像装置
を担当することに。それ以降、原点となった工作や発明が
今の仕事になり、現在では、NHK の「いないいないばあっ!」
などでメディアアーティストとして活躍されている岩井俊
雄さんの講演会が９月 12 日中央公民館で行われました。

「どっちがへん？」の絵本を使って会場の子どもたちとク
イズ形式でやり取りをしたり、コピー用紙で出来るお家作
りなど楽しい遊びと、自身が体験した楽しい話が盛りだく
さんでした。遊びで親と子のふれあい深めたり、日々の中
で遊ぶことを見出したという岩井さん。「少しの時間でも
考えられる空間を持って」と会場に来たお父さん、お母さ
ん、子どもたちに語りかけていました。

心が通う遊び時間
▶原点は、「今日からおもちゃを買いません」

　国が進める農地・水・環境保全向上対策事業を活用し、
新北地区農地・水・環境保全協議会のみなさんが種をま
いたものです。今年は７月 14 日の大雨でせっかく植え
た種が流れ、再度種をまきなおしたのですが、今度は暑
さでひまわりの成
長が危ぶまれまし
た。しかし、何と
か９月初旬に新北
入生（鞍手幼稚園
近く）で、ひまわ
りが満開となりま
した。暑さを乗り
越 え、 太 陽 に 向
かって光を浴びる
ひまわりはとても
きれいでしたよ。

今年もひまわりが開花
▶大雨と暑さを乗り越え、今年も咲き乱れました

　９月 20 日は敬老の日。町内全域で 18 日から 20 日に
かけて、各行政区や、施設で催し物が行われました。100
歳以上の人へは町長が訪問し祝金や祝い状などを届けまし
た。町の最高齢者は 103 歳の女性です。現在、65 歳以上
の人は、4,979 人で総人口の 28.1％を占めています。そ
のうち 90 歳以上の人が 305 人、100 歳以上の人が 12 人。
これからも元気で長
生きをしてください
ね。また、今年も中
山本村の渡邉久男さ
んより 100 歳を迎
えた人たちには、お
手製の祝い品も届け
られました。

敬老の日、笑顔がいっぱい
▶楽しい催しなどがもりだくさん

　中山本村の渡邉久男さんが
５月 29 日、鳩山由紀夫前内
閣総理大臣、内閣府賞勲局長
坂本和道連名による紺綬褒章
を授与されました。紺綬褒章
は、「公益のために寄附し功績
顕著なる者」に授与されるも
のです。

紺綬褒章
▶公益のために顕著な功績

2010.10−８



　８月 29 日、夏休み最後の
日曜日に中央公民館で子ど
もフェスタくらて、町民グラ
ウンドで星空シアターが行
われました。今年は、２つ
の行事が同時開催となった
ことで、朝早くから夜遅く
まで子どもたちで一色にな
りました。子どもフェスタ
では、スライムやジャンボ
シャボン玉作り、本の読み
聞かせ、体力測定などさま
ざまな催しに大勢の人が訪
れイベントは大盛況でした。

オープニングでは、実行委員の子どもたちが追い山に挑
戦しタイムを競いました。こ
のフェスタは、町内の小学生
31 人が実行委員となり、鞍手
竜徳高校や鞍手北中の生徒が
青年リーダーとして準備から
当日の運営までをみんなで協
力し成功させました。大切な
思い出ができましたね。一生
懸命みんなで育てたひまわり
の花も何とかフェスタ当日に
間に合ってよかったですね。

　子どもフェス

タの終了と同時
に星空シアター
のイベントの開
始です。今年は
映画上映の前に
さまざまなイベ
ントが催されま
した。親子木工
教室では大きな
木材を目の前に

し、悪戦苦闘でイスを作ったりしていました。日ごろは忙し
いお父さんもこの日は親子のよいコミュニケーションがとれ
たのではないでしょうか。そのほか、材木切りのコンテスト、
ジャズダンスや南陵太鼓のス
テージは途中から降り出した
雨を凌ぎつつ、何とか無事終
了。そして待ちに待った８時
から行われる「ドラえもん」
の映画上映。映画が始まるこ
ろには、何とか雨も止み、心
待ちにしていた観客も映画上
映にホッと胸をなでおろした
ようです。１日、子どもの祭
典で賑わいをみせ、とても楽
しいイベントでした。

　８月 22 日に第 53 回福岡県民体育大会夏季大会水泳

競技が福岡県立総合プールで行われました。鞍手郡の代

表として鞍手町の金川直樹くん（新北・小３）が背泳ぎ

50m（小学４年以下）の部に出場し、40.98 秒で第２位

に入賞しました。

県民体育大会夏季大会結果
▶頑張って泳ぎきりました

子どもフェスタと星空シアターは大成功
▶夏休み最後の楽しい思い出ができました

藤
ふ じ い

井　涼
りょう

くん
平成19年10月10日生まれ
涼くん３歳のお誕生日おめでと
う。やさしさも、痛みも、厳し
さもみんなお兄ちゃんたちが教
えてくれるね。そんな日々は、
きっとあなたの宝物になるよ。
ず～と仲良く!!（父　康司さん、
母　美奈子さん・弥生）

10月生まれ
Happy  birthday  to  you.

すくすく
日記

お待ちしています
お誕生日の記念に、か
わいいお子さんの写
真を広報「すくすく日記」
のコーナーで紹介し
ませんか。毎月、発行
月に誕生日を迎える
満３歳までのちびっ
子を募集しています。
11月生まれは、10月
13日（水）までに電
話で役場総務課☎４２
局２１１１番へお申し
込みください。

▼

中
な か ま る

丸琉
る い

衣くん
平成21年10月11日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう!! 玲
音兄ちゃんと元気に育ってくれ
てありがとう。２人は大切な宝
物です。（父　裕司さん、母　理
恵さん・中山）

上
う え む ら

村萌
も あ

彩ちゃん
平成19年10月19日生まれ
３歳のお誕生日おめでとう!! い
つも元気なモアちゃんの笑顔に
家族皆幸せをもらっています。
ありがとう。３歳になったので、
いろんなことに挑戦しようね。

（父　貞裕さん、母　美千代さ
ん・中山）

　９月 12 日、第 42 回鞍手町バレーボー
ル大会が町立体育館で行われました。結果
は次のとおりでした。（丸数字は順位）
▽女子の部　①立林区② 小 牧 区

暑さを拭きとばし
▶第 42 回鞍手町バレーボール大会

９−2010.10



楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

友禅は、ぼかし方や色の作り
方が難しく、まだまだ先生の手
を借りないとできないのです
が、一つの作品が完成すると
嬉しくて、
また、次の
作品を作ろ
うという気
になってし
まいます。

2010.10−10

俳句 安増ともえさん
（小牧）

夕暮れになると蜩の
声がよく聴こえるので
お宮に一人で行きまし
たが、法師蟬の声が激
しくて蜩の声は聴こえ
ませんでした。

友禅 武田京子さん
（中山）

蜩
ひ
ぐ
ら
し

の
声  

聴
き
た
く
て 

杜
に
行
く

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で

は
、
次
の
と
お
り
「
第
25
回

少
年
の
主
張
大
会
」
を
行
い

ま
す
。
町
内
の
小
・
中
学
生

の
代
表
18
人
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
か
ら
得
た
喜
び
や
悩

み
、
そ
し
て
日
ご
ろ
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
主
張
し
ま

す
。
青
少
年
の
心
の
声
を
聴

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

11
月
３
日
（
祝
・

文
化
の
日
）
午
前
９
時
か

ら
●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

僕
た
ち
私
た
ち
の

少
年
の
主
張
を

聴
い
て
く
だ
さ
い

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

「
百
三
歳
児
」。「
し
い
の
み
学
園
」
や

「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
の

著
者
で
も
あ
り
、し
い
の
み
学
園
理
事
長
・

福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
で
も
あ
る
世
界

一
元
気
な
百
四
歳
児
の
曻
地
三
郎
さ
ん
の

講
演
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
30

分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
（
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

●
内
容　

世
界
一
元
気
な
百
四
歳
児
が
実

践
す
る
十
大
「
習
慣
健
康
法
」

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健
康
課
保
険

年
金
班
ま
で

百
歳
か
ら
が
本
番

超
高
齢
で
ま
す
ま
す
輝
く

百
四
歳
児
が

秘
訣
を
伝
授

●
役
場
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班

■第 52 回鞍手美術展
鞍手美術協会では毎年恒例の美術展

を開催します。力作、自信作が目白押
しです。
● とき　10 月 15 日（金）から 17 日（日）

まで。時間は午前 10 時から午後５時
まで（17 日は午後３時まで）

● ところ　町立体育館
● 出品作品　書道、絵画、写真、生花、

服飾手芸、彫刻工芸、陶芸、小・中学
生の作品など

● 表彰　▷賞＝特別賞、優秀賞、努力賞
など▷表彰式＝ 10 月 17 日（日）午後
３時から

● 問い合わせ　鞍手美術協会事務局（中
央公民館内）☎４２局７２００番まで

公民館まつりと
美術展に
出かけてみませんか
● 公民館まつり実行委員会
● 鞍手美術協会

■第 21 回公民館まつり
中央公民館自主サークル、自治公民館

サークルの皆さんが、日ごろの練習と努
力の成果を発表します。お誘い合わせの
上、ご来場ください。
● 展示の発表会　▷とき＝ 10 月 15 日
（金）から 17 日（日）まで。時間は午
前９時から午後５時まで（17 日は午
後３時まで）▷ところ＝中央公民館町
民ホール・玄関ホール▷参加＝木彫、
いずみ読書会、絵本を読む会、陶芸、
和紙人形、書道、押花、茶道、表装、
俳句、手描友禅の各サークル

● 演技の発表会　▷とき＝ 10 月 16 日
（土）午前９時 15 分開演▷ところ＝中
央公民館第１研修室▷参加＝大正琴、
朗読、フラダンス、声楽、舞踊、コー
ラス、社交ダンス、太極拳

● 茶道サークルの発表会　▷とき＝ 10
月 16 日（土）午前 10 時から午後２時
30 分まで▷ところ＝母と子の図書室

● 俳句サークルの公開句会　▷とき＝
10 月 16 日（土）午前９時から 11 時
まで▷ところ＝中央公民館２階ロビー

● 手描き友禅体験コーナー　▷とき＝
10 月 16 日（土）午前 10 時から午後
３時まで▷ところ＝中央公民館１階

● 問い合わせ　公民館まつり実行委員
会事務局（中央公民館内）☎４２局
７２００番まで

「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の
著

者
で
有
名
な
島
田
洋
七
さ
ん
の
楽
し
い

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
演
戯
集
団
「
ば
ぁ
く

う
」
に
よ
る
寸
劇
で
、
悪
質
商
法
防
止
の

知
識
が
楽
し
み
な
が
ら
身
に
付
け
ら
れ

ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ　

　

▽
11
月
15
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
30
分=

ア
ク
ロ
ス
福
岡

　

▽
11
月
16
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
30
分=

北
九
州
芸
術
劇

場
●
入
場　

無
料（
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

悪
質
商
法
撃
退
セ
ミ

ナ
ー
事
務
局
☎
（
０
１
２
０
）
６
０
８

局
８
６
１
番
ま
で

高
齢
者
の
笑
顔
を
守
る

悪
質
商
法
撃
退
セ
ミ
ナ
ー

●
悪
質
商
法
撃
退
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての 100 字以内の感想もお
願いします。役場総務課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

木彫手編み
ピンクのパイナップル模様のサマー

セーターです。細い糸なので軽くてと
ても涼しいセーターです。

心澄・または澄心とどちらから読
んでも同じような意味に取れます。
澄心です。澄んだ心で物を見たり物
事に対処したりすることが常々でき
ればよいのですが、なかなかできな
いもので、努力したいものです。

11−2010.10

青木カズ子さん
（中山）

吉原直徳さん
（中間）

鞍
手
ゴ
ル
フ
連
盟
で
は
、「
第
７
回
鞍
手
町
民

ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き　

11
月
23
日（
祝
）午
前
７
時
53
分
ス
タ
ー
ト

●
と
こ
ろ　

セ
ン
ト
レ
ジ
ャ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

鞍
手
（
旧
鞍
手
Ｃ
Ｃ
）

●
募
集
人
員　

168
人
（
４
人
１
組
で
42
組
）。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
（
ハ
ン
デ
ィ
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

●
参
加
費
・
プ
レ
ー
費　

▽
参
加
費
＝
三
千
円　

▽
プ
レ
ー
費
＝
一
万
千
五
百
円
（
食

事
代
込
み
）

●
申
し
込
み　

４
人
１
組
で
氏
名
・
生
年
月
日
（
代
表
者
は
住
所
と
連
絡
先
）
を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
体
育
協
会
（
４
２
局
０
１
４
９
番
）
ま
で

●
申
込
期
限　

10
月
29
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
体
育
協
会
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
に
挑
戦

町
民
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ

●
鞍
手
ゴ
ル
フ
連
盟
事
務
局

８
月
22
日
に

田
川
市
総
合
体

育
館
で
第
22
回

西
日
本
空
手
道

選
手
権
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

聖
武
館
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場
し
、
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。（
丸
数
字
は
順
位
。

敬
称
略
）

●
成
績
・
個
人
形　

▽
小
４
男
子
＝
③
水
上

拓
真
▽
小
４
女
子
＝
②
山
本　

蘭
③
吉
永

陽
子
▽
中
１
年
男
子
＝
②
大
坪
勁
太
▽
一

般
女
子
＝
①
菊
山　

茜

●
成
績
・
個
人
組
手　

▽
中
１
年
男
子
＝
②

大
坪
勁
太

西
日
本
空
手
道

選
手
権
大
会
結
果

●
聖
武
館　

安
武
直
美
さ
ん

Relay Essay

現
在
、
大
学
２
年
生
の
僕
は
、
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
と
学
生
自
治
会
と
い
う
中
学

や
高
校
で
い
う
生
徒
会
に
所
属
し
て
い

る
。そ

の
中
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
接
す
る
機

会
が
あ
る
が
、
や
は
り
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の

だ
な
と
よ
く
思
う
。

ま
じ
め
な
人
、
わ
が
ま
ま
な
人
、
短
気

な
人
、
優
し
い
人
、
自
己
中
心
的
な
人
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
る
が
、
人
は
ど
ん
な

こ
と
を
経
験
し
た
と
き
成
長
す
る
の
だ

ろ
う
。

先
月
、
僕
は
ダ
ン
ス
の
練
習
が
ど
う
し

て
も
う
ま
く
い
か
ず
軽
い
ス
ト
レ
ス
状

態
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
自
治

会
の
先
輩
に
仕
事
上
理
不
尽
な
こ
と
を

言
わ
れ
、
僕
は
そ
の
先
輩
が
嫌
い
に
な

り
、
そ
の
先
輩
に
会
う
と
妙
に
イ
ラ
イ
ラ

し
た
り
し
て
い
た
。
そ
ん
な
状
態
に
気
付

い
て
か
、
他
の
先
輩
が
ご
飯
に
誘
っ
て
く

れ
話
を
聞
い
て
く
れ
た
。
話
し
終
わ
っ
た

後
、
先
輩
に
「
一
度
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま

う
と
、
そ
の
人
の
悪
い
と
こ
ろ
し
か
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
ね
」
と
言
わ
れ

「
は
っ
」
と
し
た
。

ま
さ
に
先
輩
の
言
っ
た
と
お
り
だ
っ

た
か
ら
だ
。
そ
の
次
の
日
に
、
嫌
い
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
先
輩
の
こ
と
を
改
め

て
ち
ゃ
ん
と
見
て
み
る
と
、
実
は
い
ろ
ん

な
細
か
い
こ
と
に
気
を
遣
っ
て
い
た
り
、

忙
し
そ
う
な
人
の
仕
事
を
こ
っ
そ
り
手

伝
っ
て
あ
げ
て
い
た
り
と
優
し
い
一
面

を
み
る
こ
と
が
で
き
、
僕
は
あ
ん
な
こ
と

で
嫌
い
に
な
っ
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か

し
く
な
り
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

僕
、
個
人
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
僕
は

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
人
は
成
長
す
る

と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
う
い
う
経
験
あ
り
ま
す

か
？

次
回
は
、
加
藤
勇
樹
さ
ん
（
古
門
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
新
一
さ
ん
（
古
門
・
19
歳
）

VOL
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。



　

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFORMATION

／ 10 月の休館日は、６日（水）、14 日（木）～ 17 日（日）です
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

とにかくお月さまが大好きなこぐまは、
お月さまに会いたい一心で夕暮れの海の
水平線にむかってボートを漕ぎ出しま
す。友だちのイルカに助けてもらいなが
ら、とうとうこぐまは、夜の国に住むお
月さまに出会います。やっと会えたお月
さまに「ぎゅう」っとするこぐまの姿は
本当にかわいらしいのですが、それ以上
に胸に迫るものがあります。

おつきさまとちいさなくま
作＝アンドレ・ダーハン

捜査情報が漏れている !? 刑事が立場を
利用して金を動かしている !? 警察内部
の犯罪を追う監察官はあくまで陰の存
在。隠密行動を貫いて「密猟者」を狩
りに出していく。尾行される刑事は意
外にも無防備。獣道に沿って仕掛けら
れた罠に気付きもしない。プロとして
の自負が邪魔するのだろうか。監察チー
ムの頭脳プレイを描く本邦初の警察イ
ンテリジェンス小説、ここに誕生。

禁猟区
作＝乃南アサ

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／マリアビートル（作＝伊坂幸太郎）／青天の霹靂（作＝
劇団ひとり）／ストーリー・セラー（作＝有川　浩）／母
－オモニ（作＝姜　尚中）／エゴイスト（作＝浅田マコト）
／逸脱（作＝堂場瞬一）／腹の蟲（作＝佐藤洋二郎）／新
微組（作＝佐藤賢一）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／空とぶじゅうたん（作＝ブラウン・マーシャ）／にょ
きにょきのき（作＝斉藤　洋）／いちばんあいされてい
るのはぼく（作＝宮西達也）／モリくんのおいもカー（作
＝かんべあやこ）／スーモのさがしもの（作＝新井洋行）
／ここほれガッチャ（作＝ミノオカリョウスケ）／おた
すけてんぐ（作＝長谷川義史）／どんどんめんめん（作
＝平田昌広）／ぼくのいえにけがはえて（作＝川北亮司）

空とぶじゅうたん
再話＝マーシャ・ブラウン

ジ
ェ
ヘ
ラ
ザ
ー

ド
の
「
さ
あ
、

ひ
と
つ
物
語

を
語
り
ま
し
ょ
う
」
で

始
ま
る
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ

イ
ト
の
物
語
を
「
三
び

き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら

ど
ん
」
の
作
者
が
再
話
。

フ
セ
イ
ン
・
ア
リ
。
ア
ー

マ
ッ
ド
の
３
人
の
王
子

は
父
王
の
命
令
で
宝
探

し
の
旅
に
で
ま
す
。
世

に
あ
る
類
ま
れ
な
品
々

の
中
で
も
、
最
も
珍
し

い
宝
を
持
ち
帰
っ
た
者

が
美
し
い
ノ
ア
・
ア
ル

ニ
ハ
王
女
と
結
婚
で
き

る
と
い
う
の
で
す
。
フ

セ
イ
ン
は
空
と
ぶ
じ
ゅ

う
た
ん
を
持
ち
帰
り
ま

し
た
。
ア
リ
と
ア
ー
マ
ッ

ド
も
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴

ら
し
い
も
の
を
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

パンのかけらとちいさなあくま
再話＝内田莉沙子

貧
乏
な
き
こ
り

の
弁
当
は
パ

ン
の
か
け
ら

で
し
た
。毎
日
そ
れ
を
切

り
株
の
上
に
置
い
て
森

の
中
で
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。ち
い
さ
な
あ
く

ま
は
そ
の
パ
ン
の
か
け

ら
を
盗
み
、お
お
き
な
あ

く
ま
た
ち
か
ら「
パ
ン
を

返
し
て
き
こ
り
の
た
め

に
働
い
て
こ
い
」と
叱
ら

れ
ま
す
。ち
い
さ
な
あ
く

ま
と
き
こ
り
は
力
を
合

わ
せ
て
沼
地
を
畑
に
作

り
か
え
、た
く
さ
ん
の
麦

を
実
ら
せ
ま
す
。欲
深
い

地
主
が
横
取
り
す
る
の

で
す
が
、ち
い
さ
な
あ
く

ま
は
き
こ
り
に
思
い
が

け
な
い
贈
り
物
を
運
ん

で
き
て
く
れ
ま
し
た
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

10
月
は
「
宝
物
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
金
子
美
代
子
さ
ん
（
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。
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Health
Dr. 久間の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
腎
臓
の
障
害
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
早
め
に
病
院
で
検
査
を
し
適
切
な
治
療

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

久
間
昭
寛
さ
ん
・
く
ま
あ
き
ひ
ろ　

平
成
18
年
産
業
医
科
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
同
大
学
病
院
、
香
川
県
立
中
央

病
院
、
浜
松
労
災
病
院
な
ど
を
経
て
、
平
成
22
年
よ
り
町
立
病
院
腎
臓
内
科
に
勤
務
。
日
本
内
科
学
会
認
定
内
科

医
。
29
歳
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

検
診
で
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
と
い
っ
て
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
す
が
（
40
歳
・
女
性
）

【
腎
臓
の
機
能
】

腎
臓
が
何
を
し
て
い
る
臓
器
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？
ま
た
、
腎
臓

が
悪
く
な
る
と
ど
う
い
う
症
状
が

出
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

腎
臓
は
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形

を
し
た
握
り
こ
ぶ
し
大
で
、
背
中

（
腰
）
の
左
右
に
１
個
ず
つ
、
合

計
２
個
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
小
さ

な
臓
器
で
す
が
生
き
て
い
く
上
で

た
く
さ
ん
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

【
腎
臓
の
働
き
】

腎
臓
の
働
き
は
、
血
液
を
濾

過
し
て
血
液
中
の
老
廃
物
な
ど
を

除
去
し
て
尿
を
つ
く
る
「
老
廃
物

の
排
泄
」、
尿
の
濃
さ
や
量
を
調

節
し
体
内
の
水
分
を
一
定
に
保
つ

「
水
分
の
調
整
」、
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
を
促
す
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
活

性
化
」、
血
液
を
つ
く
る
「
造
血

刺
激
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
」
や
血
圧

を
調
整
す
る
機
能
な
ど
で
す
。
一

般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
尿
を
排
泄

す
る
だ
け
で
な
く
重
要
な
働
き
を

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
体
の
調
子
を
整

え
る
の
に
非
常
に
重
要
と
な
る
一

方
、
全
身
の
様
々
な
疾
患
が
原
因

で
腎
臓
を
悪
く
す
る
こ
と
も
非
常

に
多
い
の
で
す
。

【
腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
…
】

「
慢
性
腎
不
全
」
と
い
う
言
葉

を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
腎
不
全
と

は
、
腎
臓
が
機
能
し
な
く
な
っ
た

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
最
近
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ

（Chronic K
idney D

isease

）「
慢

性
腎
臓
病
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
原
因
と
し
て
、

免
疫
疾
患
（
糸
球
体
腎
炎
）
や
薬

剤
性
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
糖
尿

病
・
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習
慣

病
が
そ
の
多
く
を
占
め
ま
す
。

し
か
も
、
腎
臓
の
機
能
は
一
部

の
急
性
疾
患
を
除
い
て
、
一
端
機

能
が
低
下
し
て
し
ま
う
と
元
に
は

戻
り
ま
せ
ん
。

機
能
の
低
下
が
続
け
ば
、
人
工

透
析
や
移
殖
を
実
施
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

方
は
、
脳
梗
塞
、
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
心
血
管
病
に
な
り
や

す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
腎
臓
の
障
害
を

早
期
に
認
識
し
、
適
切
な
治
療
を

行
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
の
で

す
。

　

町
立
病
院
で
は
、
11
月
に
腎
臓

病
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
く
ら
し
の
情
報
17
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

町
立
病
院
の

診
察
日
が

変
更
に
な
り
ま
す

診察日が次のとおり変わりました。いずれも午前・午後とも予約診療ですが、急患に
ついては、この限りではありません。みなさんのご理解をお願いします。

午　前 午　後

受付時間 ８時から 11 時 30 分 １時 15 分から３時 30 分

診察時間 ９時から 12 時 ２時から４時

整
形
外
科

月 診察（初診・再診）注射などの処置 －

火・水・金 診察（初診・再診） 注射などの処置

土（第 1・3・5） 診察（初診・再診）注射などの処置 －
耳
鼻
咽
喉
科

火・木 － 診察（初診・再診）

金・土 診察（初診・再診） －

整形外科・耳鼻咽喉科診療日が変更になりました

● 問い合わせ　町立病院医事課☎ 42 － 1231 まで

13−2010.10



いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

● とき　10 月６日、13 日、20 日、27 日
の午前 10 時から 11 時 30 分まで

　※必ず妊婦さん本人がお越しください
　※原則、毎週水曜日が交付ですが、都合がつか

ない場合は　相談に応じます。
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）・印か

ん

母子健康手帳の交付
妊娠がわかったら、早めに母子健康

手帳の交付を受けましょう。妊娠中の
生活や制度などについて保健師が説明
します。

乳幼児健診・相談
　10 月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者
には事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳

細は通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・栄養相

談など
健診内容 期日 対象児

４か月健診 10 月 14 日（木） 平成 22 年 05 月 18 日から
平成 22 年 16 月 16 日生まれ

７か月健診
10 月 28 日（木）

平成 22 年 02 月 19 日から
平成 22 年 04 月 01 日生まれ

12 か月健診 平成 21 年 10 月 01 日から
平成 21 年 10 月 31 日生まれ

１歳半健診
10 月 07 日（木）

平成 21 年 03 月 03 日から
平成 21 年 4 月 07 日生まれ

３歳児健診 平成 19 年 09 月 03 日から
平成 19 年 10 月 07 日生まれ

乳幼児相談
（身体測定・育児・栄養相談）10 月 27 日（水） 平成 22 年 08 月 24 日から

平成 22 年 09 月 27 日生まれ
※乳幼児相談は、どなたでもお気軽にお越しください。（申込不要）

予防接種
■ＢＣＧ予防接種
▽４か月健診のときに一緒に行
　います
▽接種期間　生後６か月未満
▽ところ　総合福祉センター保
　健棟

期　日 時　　間
010 月 14 日（木） 午後１時 30 分から２時まで011 月 11 日（木）

■ポリオ予防接種
▽ポリオの予防接種は２回受けてください
▽対象者　生後３か月から 90 か月未満
▽ところ　総合福祉センター保健棟

期　日 時　　間
10 月 13 日（水） 午後１時 30 分から２時まで11 月 26 日（金）

原爆被爆者二世の健康診断
　原爆被害者二世の人で希望者を対象に次のとおり健康診
断を実施しています。
● とき　平成 22 年 10 月１日（金）から平成 23 年２月 25 日
（金）の午後１時 30 分から３時まで（土・日・祝日を除く）

● ところ　福岡結核予防センター　※医療機関を設定しない
場合は福岡県庁健康増進課保険事業係へお問い合わせくだ
さい

● 受信料　無料
● 問い合わせ　福岡県庁健康増進課保険事業係☎（０９２）

６４３局３２７０番まで

参加者募集
食生活改善推進会員と一緒に糖

尿病の予防と改善について考えて
みませんか。
● とき　10 月 26 日（火）、11 月

18 日（木）※時間は両日とも午
前９時 30 分から午後２時まで

● 対象者　どなたでも
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 参加費　無料
● 持ってくるもの　エプロン、運

動靴持参の上、運動のできる服
装

● 申し込み期限　10 月 18 日（月）
まで

＊糖尿病予防教室＊

「くらて元気まつり」の際に肝胆エ
コー検診を実施します。この機会にぜ
ひお申し込みください。
● とき　11 月７日（日）　午前９時か

ら正午まで
● ところ　中央公民館
● 対象者　40 歳以上の成人（昨年受け

られた人で、結果が異常なしの人の
申し込みはご遠慮ください）

● 申し込み方法　10 月 12 日（火）ま
でに電話で申し込んでください（先
着 100 人）

＊肝胆エコー検診＊
みんなで楽しく料

理をしましょう。身
近な材料で作れる簡
単なメニューです。
● とき　10 月 19 日（火）午前

10 時から午後１時まで 
● 対象者　男性
● ところ　総合福祉センター

保健棟　　　
● 参加費　無料
● 持ってくるもの　エプロン
● 申し込み期限　10 月 12 日
（火）

＊男性の料理教室＊

2010.10−14



くらしの情報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗資料館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番

●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

今
月
の
納
税
（
10
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
３
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
５

期
分

納
期
限
は
10
月
25
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
は
納
期
ど
お
り
に

税
金
は
、町
の
財
政
に
と
っ

て
大
切
な
財
源
で
す
。
こ
の

財
源
は
町
の
運
営
や
皆
さ
ん

の
福
祉
・
教
育
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
税
金
は
納
期

ど
お
り
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場

合
は
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

10
月
12
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の

職
員
、
人
権
擁
護

委
員
、
行
政
相
談

委
員
の
皆
さ
ん
が
、

あ
な
た
の
悩
み
に
お
答
え
し

ま
す
。

●
と
き　

10
月
25
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
は

特
設
人
権
相
談
所
ま
で

人
権
擁
護
委
員
や
直
方
法

務
局
職
員
が
、
人
権
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　

10
月
4
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
相
談
内
容　

い
じ
め
、
同

和
問
題
、
法
律
問
題
、
家

庭
内
の
も
め
ご
と
、
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
班
ま
で

知
っ
て
い
ま
す
か

行
政
相
談
委
員

10
月
18
日
か
ら
24
日
は「
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
行
政

相
談
委
員
は
総
務
大
臣
が
各

市
町
村
の
民
間
有
識
者
に
委

嘱
し
て
い
る
も
の
で
、
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕

事
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相

談
を
受
付
、
助
言
を
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
毎
月
、
心
配

ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課

庶
務
管
財
班
ま
で

土
地
・
家
屋
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談
会

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
に
よ
る
「
法
の
日
」
に
お
け

る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

●
と
き　

10
月
８
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30

分
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
相
談
内
容　

境
界
問
題
、
土

地
の
分
筆
・
合
筆
、
地
積
更

正
、
滅
失
等
の
調
査
・
測
量

及
び
登
記
手
続
き
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
土
地

家
屋
調
査
士
会
直
方
支
部

☎
３
３
局
２
０
３
７
番
ま

で

税
金

相
談

Calendar
2010 10
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 3031
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お
気
軽
に
ど
う
ぞ

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人

を
対
象
に
次
の
と
お
り
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
。

●
宮
若
会
場　

▽
と
き
＝
10

月
21
日
（
木
）
▽
と
こ
ろ

＝
宮
若
市
多
目
的
会
館「
マ

リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田
」

●
相
談
時
間　

午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
２
時
ま
で（
診

察
時
間
は
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
で
す
）

●
相
談
内
容　

肢
体
不
自
由

者
の
補
装
具
費
の
新
規
支

給
・
再
支
給
・
修
理
の
要

否
判
定
や
処
方
及
び
適
合

判
定
な
ど
（
身
体
障
害
者

手
帳
の
診
断
書
は
作
成
し

ま
せ
ん
の
で
、
指
定
医
師

に
作
成
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
聴
覚
障

害
の
補
聴
器
の
支
給
等
の

判
定
も
行
い
ま
せ
ん
）

●
必
要
な
も
の　

身
体
障
害

者
手
帳
、
印
か
ん
、
前
回

支
給
さ
れ
た
補
装
具
（
再

支
給
ま
た
は
修
理
の
場
合
）

ま
た
、
ご
本
人
が
お
越
し

く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
役
場
福
祉
人
権
課
福

祉
高
齢
者
班
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

10
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相

談　

▽
と
き
＝
10
月
１
日

（
金
）
午
後
１
時
か
ら
２
時

ま
で
（
九
州
補
聴
器
セ
ン

タ
ー
）
▽
と
き
＝
10
月
14

日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら

正
午
ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）

　

▽
と
き
＝
10
月
21
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
10
月
27
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
小

倉
補
聴
器
）　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

▽

と
き
＝
10
月
７
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

10
月
16
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
（
池
田

補
聴
器
）
▽
と
き
＝
10
月

26
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
５
時
ま
で
（
九
州
補
聴

器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

仕
事
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
は

労
働
問
題
相
談
会

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援

事
務
所
に
よ
る
労
働
問
題
相

談
会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
す
。

●
と
き　

10
月
14
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
※

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
筑

豊
労
働
者
支
援
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

１
１
４
９
番
ま
で

 

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
次
の
と
お
り
県
営
住
宅

の
抽
選
方
式
に
よ
る
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象

住
宅
や
募
集
戸
数
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

くらしの情報

募
集

町では、緊急雇用対策
として次のとおり臨時職員
を募集します。

● 応募資格　鞍手町在住で、現在、①使用
者の都合で解雇された人 ②雇い止めによ
り離職した人 ③使用者の都合により失業
が決まっている人

● 募集概要
　①一般事務補助員 　▽内容 = 公有財産台

帳の電子化事務▽人員 = １人▽賃金 = 日
額 6,260 円▽雇用期間 =11 月 1 日から平
成 23 年 3 月 31 日まで（更新あり）▽勤
務日数 = 週５日

　②屋外作業員　▽内容 = 不法投棄・違法
広告防止パトロールと回収・撤去▽人員
= ２人▽賃金 = 日額 6,260 円▽雇用期間
=11 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日まで
▽勤務 = 週３日程度

● 募集期限　10 月 15 日（金）まで
● 問い合わせ　応募方法など詳しいことは、

役場企画財政課地域振興班まで

募集臨時職員
緊急雇用創出事業

産業 ふれあい
まつり フェスタ

＋ ＝元気 !

新しい“まつり”の名前が決まりました

2010 くらて

元気まつり

　今年から「産業まつり」と「ふれあいフェ
スタ」を合同開催するため、新しいまつり
の名前を広報で募集したところ、29 件の
応募がありました。たくさんの応募ありが
とうございました。実行委員会では、厳正
な審査の結果、①分かりやすく② 2 つのま
つりに共通したテーマであることなどから

「くらて元気まつり」を新しいまつりの名
前として決定しました（まつりの詳しい内
容については、後日、チラシやポスターな
どでお知らせします）。

●とき　11 月７日（日）午前９時 30 分から
●ところ　鞍手町文化体育総合施設内

元気まつりの出店希望者を募集します

　出店は、町内在住の個人やグループに限
られます。
●申込期間　10 月１日（金）から 15 日（金）
まで（応募多数の場合は抽選で決定）

●出店料　１店舗 5,000 円（社会福祉法人な
どは除きます。また、飲食物を扱う場合は
別途、手数料が 2,400 円必要です）
●申し込み・問い合わせ　役場企画財政課まで

2010.10−16



くらしの情報

●
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所

公
社
直
方
出
張
所
（
福
岡

県
直
方
総
合
庁
舎
一
階
・

直
方
市
日
吉
町
９
番
10

号
）、
役
場
建
設
課
な
ど

●
申
込
期
間　

10
月
１
日

（
金
）
か
ら
12
日
（
火
）
ま

で
●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
管
理
課
☎
（
０
９
２
）

７
８
１
局
８
０
２
９
番
ま

で
病
気
の
予
防
は

正
し
い
知
識
か
ら

町
立
病
院
腎
臓
病
教
室

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
引
き

起
こ
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
状

態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
」
と
い
い
ま
す
。
町
立
病

院
で
は
、
正
し
い
知
識
を
知

り
病
気
の
予
防
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
11
月
に
全
３

回
の
腎
臓
病
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
内
容　

▽
と
き
＝

11
月
５
日
（
金
）
午
後
１

時
か
ら
▽
テ
ー
マ
＝
慢
性

腎
臓
病
に
つ
い
て
（
腎
臓

内
科
医
師
講
演
）
▽
と
き

＝
11
月
12
日
（
金
）
正
午

か
ら
▽
テ
ー
マ
＝
試
食
会

（
減
塩
食
の
食
事
・
薬
剤
師

講
演
）
▽
と
き
＝
11
月
19

日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら

▽
テ
ー
マ
＝
測
定
（
身
長
・

体
重
・
頚
動
脈
エ
コ
ー
検

査
な
ど
）

●
と
こ
ろ　

町
立
病
院

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

町
立
病
院

ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
10
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

４
日
（
月
）、
11

日
（
月
）、
17
日
（
日
）、

18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

第
47
回
鞍
手
町
民
体
育
祭

今
年
も
町
民
体
育
祭
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

10
月
10
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

今
年
は

５
年
に
１
度
の

国
勢
調
査
の
年
で
す

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
調
査
票
は
９
月
下

旬
か
ら
配
布
を
し
て
い
ま
す

が
、
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
の
結
果
は
福
祉
や
雇

用
、
住
宅
対
策
な
ど
国
や
都
道

府
県
、
市
町
村
が
こ
れ
か
ら
の

行
政
を
考
え
て
い
く
上
で
大
切

な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画

財
政
課
政
策
財
政
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

11
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
20
年
11
月
２
日
か
ら
12

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

10
月
20
日

（
水
）
か
ら
22
日
（
金
）
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交

付
案
内
の
通
知
は
が
き
、

印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
戦
没
者
追
悼
式
を

行
い
ま
す

鞍
手
町
で
は
次
の
と
お
り

戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

ご
遺
族
の
人
は
、
ご
参
列
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
23
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で

お
知

ら
せ

鞍手ライオンズクラブでは、母子・
父子家庭の町内保育園児・小学生とそ
の保護者を対象にバスハイクを実施。
参加者を次のとおり募集します。
● とき　10 月 24 日（日）午前８時 30

分から午後５時 30 分まで
● 行き先　セントレジャー城島高原

パーク（雨天実施）
● 対象　母子・父子家庭の町内保育園

児・小学生とその保護者
● 定員　40 人（先着順）定員になり次

第締め切ります
● 集合場所　ＪＡ直鞍くらてグリーン

センター駐車場　午前８時
● 参加費　入園料・昼食無料（ただし、

乗り物パス券についてはお子様のみ
無料）

● 申し込み期限　10 月 20 日（水）（平
日の 13 時から 17 時まで）

● 問い合わせ　鞍手ライオンズクラブ
☎４２局５３２８番まで

参加者を
募集します

10月24日は
楽しい秋のバスハイク

10
月
24
日
の

日
曜
日
は

秋
の
清
掃
デ
ー

10 月 24 日（日）は、秋の「清掃デー」
です。私たちの住む鞍手町から不法に捨
てられたゴミを一掃するために、皆さん
ご協力ください
●回収方法　衛生連合会から各地区に配

布されるゴミ袋で回収してください
●回収したゴミの処理　空き缶・空き瓶

などは泉水最終処分場に、可燃物は、
くらじクリーンセンター（宮若市）に、
午前８時 30 分から 10 時 30 分の間に
運んでください

●お願い　「清掃デー」は、ポイ捨てされ
たゴミを拾うための運動です。絶対に
家庭のゴミは出さないようにしてくだ
さい。また、配布されたゴミ袋は「清
掃デー」だけに使用してください

●問い合わせ　役場農政環境課まで

清掃活動にご協力ください

講
習

17−2010.10



後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
窓

口
負
担
額
や
食
事
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
し

か
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
入
院

が
決
ま
っ
た
と
き
は
前
も
っ

て
手
続
き
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
い
と

い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

15
年
10
月
２
日
か
ら
11
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

10
月
29
日

（
金
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

　

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　10 月９日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

●10月10 日（日）木原医院（山ヶ崎）
　　　　　　　　　　☎４２局５００５番
●10月17 日（日）原医院（新北）
　　　　　　　　　　☎４３局２０３０番

休日の夜間の体調不良は

急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【８月中】

● とき　10月13 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市
通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

【累　計】
件 数 04 件（－12） 件 数 57 件（－11）

死 者 20人（±10） 死 者 20人（±10）

傷 者 16 人（－15） 傷 者 83 人（＋10）

巡回
交通事故

相談

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページに校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況

いきいき講習キャンペーン

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

　直方警察署では、今年も高齢者を
対象とした交通安全講習を次のとお
り実施します。
●講習期間　11 月 30 日（火）まで
●対象者　県内在住の高齢者
●その他　講習を受けて３か月間、交通事
故に遭わなかったら抽選で豪華賞品が当た
ります。▷１等…12本（30,000円相当の商品）
▷２等…20 本（10,000 円相当の商品）▷３
等…40 本（5,000 円相当の商品）
●問い合わせ　直方警察署交通課まで

【８月中】 【累　計】
刑法犯総数 97 件（－44） 刑法犯総数 984 件（－65）

車上ねらい 0 7 件（－16） 車上ねらい   79 件（－98）

自転車盗難 018 件（－03） 自転車盗難 102 件（＋02）

空き巣 007 件（－03） 空き巣   73 件（－29）

～交通安全講習を受けて、３か月間無事故にチャレンジ～

高齢者の夜間歩行中の
事故が多発しています

2010.10−18



75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

父
子
手
当
の

手
続
は
お
済
み
で
す
か

８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭

に
も
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

が
始
ま
り
ま
し
た
。
父
子
手

当
の
申
請
期
間
は
11
月
30
日

（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
特
別

経
過
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
受
給
対
象
者
、
支
給
方

法
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
班
ま
で

自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地

44
周
年
記
念
行
事

創
立
44
周
年
を
迎
え
る
陸

上
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地
で
は
、

次
の
と
お
り
記
念
行
事
を
行

い
ま
す
。
式
典
の
ほ
か
に
模

擬
戦
闘
訓
練
展
示
、
装
備
車

試
乗
や
こ
ど
も
広
場
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
17
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
（
式
典
は
午
前
10
時
か

ら
）

●
と
こ
ろ　

飯
塚
駐
屯
地
（
飯

塚
市
津
島
２
８
２
番
地
）

●
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛

隊
飯
塚
駐
屯
地
広
報
室

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

７
６
５
１
番
ま
で

第
25
回
福
岡
県
技
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
年
も
職
業
能
力
開
発
施
設

で
学
ぶ
訓
練
生
の
技
能
水
準
の

向
上
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お

り
「
第
25
回
福
岡
県
技
能
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
14
日
（
日
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
小
竹
高

等
技
術
専
門
校
（
小
竹
町
新

多
５
１
４
番
地
２
）

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、

エ
ア
バ
ッ
ク
体
験
、フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
、
こ

ろ
こ
ろ
た
ま
ご
の
製
作
な
ど

の
体
験
講
座
や
訓
練
生
作
品

の
展
示
や
一
輪
挿
し
、
い
ろ

り
、
花
台
、
手
芸
品
な
ど
の

即
売

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
立

小
竹
高
等
技
術
専
門
校

☎
（
０
９
４
９
６
）
２
局

６
４
４
１
番
ま
で

筑
豊
地
区
合
同
公
売
会

福
岡
県
と
筑
豊
地
区
の
市
町

村
で
は
次
の
と
お
り
地
方
税
の

滞
納
処
分
で
差
押
え
を
し
た
財

産
を
公
売
し
ま
す
。
今
後
も
悪

質
な
滞
納
者
に
つ
い
て
は
差
押

え
を
行
い
、
公
売
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
税
金
は
納
期
ど
お
り

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
と
き　

10
月
23
日
（
土
）
午

前
９
時
開
場
（
10
時
入
札
開

始
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
飯
塚
総
合

庁
舎
（
飯
塚
市
新
立
岩
８

番
１
号
）

●
公
売
に
参
加
で
き
る
人　

ど

な
た
で
も
。
た
だ
し
、
自

己
の
財
産
を
公
売
さ
れ
て

い
る
滞
納
者
な
ど
参
加
を

制
限
さ
れ
て
い
る
人
な
ど

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
出
品
物　

家
具
・
美
術
品
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
（
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
）

http://w
w

w
.pref.fukuoka.

lg.jp/f04/chikuhou-goudou.
htm

l

●
必
要
な
も
の　

買
受
代
金
・

身
分
証
明
書
・
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

地
方
税
収

対
策
本
部
筑
豊
地
区
特
別

対
策
班
☎
（
０
９
４
８
）

２
１
局
４
９
６
８
番
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ
内
は
故

人
、
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香
典

返
し
】

▽
篠
原
敏
夫
様
＝
幸
町（
照
世
）

▽
田
中
宏
一
様
＝
新
北（
博
士
）

●
町
立
病
院
へ
【
香
典
返
し
】

▽
許
斐
徳
行
様
＝
新
北
（
伊
都

子
）

くらしの情報

愛の
贈

り
も
の

Let's go chikukon !!

■落語的人権のすすめ
● 講師　直方市議会議員　中西省三さん
● 第１回　▷とき＝ 10 月 24 日（日）午前 10 時か

ら▷ところ＝古月小学校体育館▷対象地区＝上
木月、木月、古門、古門北区、神崎、倉坂

● 第２回　▷とき＝ 11 月 14 日（日）午前 10 時か
ら▷ところ＝剣北小学校体育館▷対象地区＝幸
町、新中山、山ヶ崎、唐ヶ崎、昭和通り、い牟
田

● 第３回　▷とき＝ 11 月 21 日（日）午前 10 時か
ら▷ところ＝西川小学校多目的室▷対象地区＝
八尋県営、旭、新北、長谷

● 第４回　▷とき＝ 11 月 28 日（日）午前 10 時か
ら▷ところ＝中央公民館▷対象地区＝本町、大
池、今村、小牧

■わたしの歩いた道
● 講師　フィリピン国立ミンダナオ大学名誉博士

　林　力さん
● 第１回　▷とき＝ 10 月 24 日（日）午前 10 時か

ら▷ところ＝新延小学校体育館▷対象地区＝永
谷・七ヶ谷・泉水・新延本村・新延南区・新延新塚・
高見団地・室井・舟川

● 第２回　▷とき＝ 10 月 31 日（日）午前 10 時か
ら▷ところ＝室木小学校体育館▷対象地区＝八
尋神田・室木・神田

■心の休憩時間
● 講師　浄光寺住職　橋津和寛さん
● 第１回　▷とき＝ 11 月 14 日（日）午前 10 時か

ら▷ところ＝鞍手北中学校▷対象地区＝南区・
猪倉・東区・北区・西区・弥生・弥生促進

● 第２回　▷とき＝ 11 月 21 日（日）午前 10 時か
ら▷ところ＝剣南小学校体育館▷対象地区＝本
村・立林・城ヶ崎・上新橋・中本町

● 問い合わせ　教育課社会教育班まで

　参加は、すべて無料です。対象地区に関係なく参加で
きますので、お気軽にご参加ください。

地上デジタル放送の無料相
談窓口を次のとおり設置しま
す。お気軽にご相談ください。
総合福祉センター管理棟ロビー
●とき　10 月１日（金）、２日
（土）、３日（日）、９日（土）のいず
れも午前 10 時から午後３時まで

役場１階フロアーロビー
●とき　10 月４日（月）から８日（金）

までのいずれも午前 10 時から午後３
時まで

●その他　事前申し込みは必要ありま
せん。当日相談窓口に直接お越しく
ださい。

●実施機関　デジサポ福岡
●問い合わせ　役場企画財政課政策財

政班まで

地デジ放送の準備は
お早めに!!

地デジ相談会のお知らせ

19−2010.10
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● 町の人口・８月の人の動き

平成 22 年 10 月号  No.610

・人口　17,714 人
・男性　 8,412 人
・女性　 9,302 人
・世帯数  7,570 世帯

（平成22 年８月31 日現在）

・出生  17 人
・死亡  24 人
・転入  38 人
・転出  147 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.fukuoka.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.fukuoka.jp/i/

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ
□ 10月のカレンダー
日 曜日 行事内容

1 金 国勢調査基準日（17P 参照）
補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

2 土

3 日

4 月 特設人権相談（くらじの郷：15P 参照）

5 火

6 水

7 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター）
補聴器相談（町立病院：14 時～ 17 時）

８ 金

９ 土 いろりばたお話の会（歴史民俗資料館：10 時～）

10 日 第 47 回鞍手町民体育祭（町民グラウンド：9 時～）

11 月 町立保育所合同運動会（町民グラウンド：9 時～）

12 火 無料法律相談（くらじの郷：15 Ｐ参照）

13 水 ポリオ予防接種（福祉センター）

14 木 ４か月健診・ＢＣＧ予防接種（福祉センター）
補聴器相談（役場：11 時～ 12 時）

15 金 第 21 回公民館まつり　15 日～ 17 日（中央公民館 :10P 参照）
第 52 回鞍手美術展　15 日～ 17 日（町立体育館 :10P 参照）

16 土 補聴器相談（町立病院：９時～ 12 時）

17 日

18 月

19 火

20 水 介護保険証交付　20 日～ 22 日
　　　　　 （役場：８時 30 分～ 17 時 15 分　17P 参照）

21 木 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

22 金

23 土

24 日

25 月 心配ごと相談（くらじの郷：15 Ｐ参照）
町県民税（３期分）国民健康保険税（５期分）納付期限

26 火 補聴器相談（町立病院：14 時～ 17 時）

27 水 乳幼児相談（福祉センター）
補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）

28 木 ７か月、12 か月健診（福祉センター）

29 金 国保高齢受給者証交付（役場：９時～　18P 参照）

30 土

31 日

　

　【さつまいもごはん】１人当たりの栄養価　278kcal

　■材料（６人分）
　白米（2.5 カップ）、さつまいも（150g）、塩（小さじ 1/3）
　酒（大さじ１）、黒ごま（適宜）

　■作り方
　①さつまいもはきれいに洗って、汚いところは除いて、２㎝

の角切りにする。
　②炊飯器に洗った米、さつまいも、塩、酒、分量の水を加え

て炊く。
　③器に盛り、黒ごまを散らす。

【鯖のしょうがしょうゆかけ】１人当たりの栄養価　203kcal

　■材料（６人分）
　 鯖の切り身（６切れ）、片栗粉（40g）、揚げ油（適宜）、レタ

ス（60g）、プチトマト（６個）
　 調味料…酢（大さじ２）、砂糖（大さじ３）、酒（大さじ１）、しょ

うゆ（大さじ 2.5）、ごま油（小さじ 2/3）、しょうが（15 ｇ）
■作り方
　①鯖に片栗粉をつけ、油でからりと揚げる。
　②調味料を火にかけ、煮立たせる。火をとめておろししょう

がを入れる。
　③油であげた鯖をバットに並べ、②を上からかける。
　④レタスを敷いた上に鯖を盛り付け、プチトマトを添える。

【切り干し大根のゆかり甘酢漬け】１人当たりの栄養価　19kcal

　■材料（６人分）
　切干大根（30g）
　調味料…酢（大さじ 1.5）、砂糖（小さじ２）、ゆかり（少量）
■作り方
　①切り干し大根はぬるま湯でもどし、水気を軽く絞って食べ

やすく切る。
　②調味料を加えて、ひと混ぜする。ときどきかき混ぜながら

15 分以上漬ける。

元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

※次回定例会は10月５日（火）午前10時からです。

～お弁当を詰めるときの注意～
　汁が出ると痛みやすくなるので、汁が出そうなものはアルミカッ
プなどに入れ、おかずは十分に冷ましてから彩りを考えて入れます。
◆料理が動かないようにしっかり詰める
◆料理の組み合わせは主食３、主菜１、副菜２
　主食（ごはん・パン・麺類）
　主菜（肉・魚・たまご・大豆・大豆製品・乳製品）
　副菜（野菜・海藻類・きのこ）
◆同じ調理法・味付けの料理を重ねない
　油脂を多く使った料理、塩分の高い食品（漬物・佃煮）はそれぞれ
　１品まで

テーマ
「おいしいお弁当を作ろう!!」

お弁当メニュー　　合計 596kcal
 さつまいもごはん……278kcal
 鯖のしょうがしょうゆかけ……203kcal
 切り干し大根のゆかり甘酢漬け……19kcal
 たまご焼き……93kcal
 れんこんの含め煮……45kcal
 フルーツ（キウイフルーツ・みかん缶）……23kcal


